
    

様式様式様式様式 CCCC----7777----2222    

自己評価報告書自己評価報告書自己評価報告書自己評価報告書    

 

平成２１年３月３１日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：史学・日本史 

キーワード：①健康 ②療養 ③結核教員 ④ハンセン病 

 
１． 研究計画の概要  
同じ慢性戦感染症でありながら、近現代日本
では、結核には隔離政策がとられなかったに
もかかわらず、ハンセン病に強制隔離政策が
実施されたのはなぜなのか。それを解明する
のが、本研究の課題である。対象地域を沖縄、
さらには一部の旧植民地にまで拡大し、原資
料の調査、聞き取り調査を加えて、研究を進
める。 
 
２．研究の進捗状況  
（１）法律「癩予防ニ関スル件」（1907 年）
と結核予防法（1919 年）の対比においては、
両者が“防疫”から”保健“への衛生政策の
転換を背景にしていることを明らかにした。
しかし、強制隔離と任意の入院という相違が
生じた理由には、単に患者の数の違いだけで
はなく、欧米でも結核患者は多いが、ハンセ
ン病患者は極めて少ないという事実があげ
られる。ハンセン病患者の多さは国辱とされ、
高揚するナショナリズムの下、ハンセン病患
者に対する強制隔離が進められた。 
（２）癩予防法（1931 年）と改正結核予防法
（1937 年）の対比においては、兵力・労働力
となりうるかどうかという人口資源という
観点からの判断が両者の政策を大きく乖離
させたことを明らかにした。結核患者は人口
資源と評価され、早期発見、早期治療による
社会復帰が目指され、ハンセン病患者は早期
発見、終生隔離の道が強制された。戦地にお
いて発症した両者の患者の処遇にもそれは
明白で、結核患者は保育隊に編成され、兵役
を継続させられたのに対し、ハンセン病患者
は即時、隔離された。この点については、経
験者の聞き取りもおこない、追究した。 

（３）戦後の対比においては、アメリカ施政
権下の沖縄まで視野に入れ、さらにＧＨＱの
占領政策も含めて研究を進めた。特に、プロ
ミンなどの化学療法が広まり、ハンセン病が
治癒することが明白になっても、強制隔離政
策が続いて理由の一つに、患者運動の展開が
あったことは重要である。長期療養を要する
結核療養所でも患者運動が高揚し、それはハ
ンセン病患者の運動にも影響を与える。こう
した患者側の療養所の民主化、待遇の改善を
求める声に対する療養所側の抑圧の手段と
しても隔離の強化が求められた。 
（４）以上、各時代の比較を通して、結核対
策、ハンセン病対策の両者には医学的知見と
は異なる政治的判断が強く反映していたこ
と、その政治的判断が両者の相違を生み出し
たことが明白となった。 
 
３．現在までの達成度 
おおむね順調に進展している。 
研究計画は予定通り進捗し、ほぼ８０％は達 
成している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
今後は補足調査をおこなうとともに、報告書 
作成に向けた研究の調整をおこなう。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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